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１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
清
水
市
長
崎

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
四
月
を

一
九
八
九
年

（平
１
と
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
　
豪

。
足
立
順
司

・
矢
田
　
勝

。
村
瀬
隆
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
水
田
跡

。
中
世
河
道
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
を

一
三
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
崎
遺
跡
は
、
清
水
市
街
地
の
西
北
約
四

・
五
血
、
巴
川
中
流
域
に
位
置
し

て
い
る
。
調
査
は
、　
一
般
国
道
静
清
バ
イ
パ
ス
（長
崎
地
区
）
建
設
に
伴
う
も
の

で
、
働
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調

査
研
究
所
が
、　
一
九
八
七
年
度

を

一
九
八
九
年
度

・
一
九
九
二

年
度
に
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
か

ら
古
墳
時
代
前
期
の
水
田
、
掘

立
柱
建
物
群
、
墳
丘
墓
、
祭
祀

遺
構
、
奈
良
時
代
後
半
か
ら
平

安
時
代
中
期
の
集
落
、

〓

一世

紀
末
か
ら

一
三
世
紀
の
河
道
、
橋
状
遺
構
が
認
め
ら
れ
た
。
河
道
は
幅
約
四

・

五
ｍ
、
橋
は
下
部
構
造
が
残
存
し
て
お
り
、
橋
台
に
は
直
径

一
五
ｃｎ
の
杭
を
四

本
打

っ
て
い
る
。
橋
の
規
模
は
長
さ
五
ｍ
、
幅
二

・
七
ｍ
と
推
定
し
て
い
る
。

木
簡
は
四
区
で
検
出
し
た
前
述
の
河
道
内
か
ら
出
上
し
た
。
こ
の
河
道
内
五

〇
ｍ
の
範
囲
か
ら
中
世
陶
磁
器

・
銅
椀

。
か
わ
ら
け

ｏ
金
剛
草
履
な
ど
の
遺
物

が
出
土
し
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
土
器
約

一
〇
〇
〇
箱
、
木
器

・
木
製
品
約

一

〇
〇
〇
箱
に
上
る
。
年
代
は

一
二
世
紀
末
―

一
三
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
橋
状
遺
構
の
上
流
に
二
体
、
下
流
に
三
体
の
馬
遺
体
が
検
出
さ
れ
た
。

塔
婆
の
出
土
箇
所
は
、
こ
の
馬
の
そ
ば
で
あ
り
、
馬
か
そ
の
騎
乗
者
に
伴
う
供

養
品
と
理
解
し
て
い
る
。
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木
簡
の
釈
文

・
内
容
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ミ
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1993年出上の木簡

「
安
□
□
□
回
ふ
　
　
ち
さ
く
ら

つ
ゝ
ら
□

　

　

」

⑪
を
③
は
七
枚
を
木
釘
で
止
め
た
七
本
塔
婆
で
（写
真
参
照
）
、　
う
ち
六
枚
に

「南
」
か
ら
始
ま
る
文
字
や
墨
痕
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
。
釈
文
は
こ
の
う
ち
文

字
の
明
瞭
な
三
点
の
み
掲
げ
た
。
形
態
は
下
端
を
剣
先
状
に
切
り
、
上
端
を
山

型
に
尖
ら
せ
て
い
る
。

ω
は
下
端
を
剣
先
形
と
し
、
上
端
に
は
切
込
み
を
入
れ
て
二
本
の
圏
線
を
描

き
、
そ
の
下
位
に
金
剛
界
と
胎
蔵
界
の
大
日
如
来
の
種
子
を
書
い
て
い
る
。

⑥
は
下
端
を
欠
く
が
、
南
無
の
二
文
字
が
釈
読
で
き
た
。

①
は
仮
名
書
き
で
、読
め
な
い
部
分
が
多
い
が
、仮
名
使
用
と
字
配
り
か
ら
和

歌
を
書
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
形
態
は
下
端
を
剣
先
と
せ
ず
長
方
形
を
呈
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
墨
痕
の
認
め
ら
れ
な
い
塔
婆
類
も

一
〇
点
ほ
ど
出
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
直
径
三

。
九

帥
、
高
さ

一
。
一
側
の
佐
波
理
小
椀

（黄
銅
製
）
が
出
上
し

て
お
り
、
七
本
塔
婆
の
存
在
と
合
わ
せ
て
、
四
十
九
日
ま
で
の
追
善
供
養
な
ど

の
き
わ
め
て
丁
重
な
供
養
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

塔
婆
発
見
箇
所
の
北
側
約
三
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
梶
原
堂
が
あ
る
。
こ
の
堂
宇
は
、　
一

一
九
九
年

（正
治
一し
、
鎌
倉
追
放
を
受
け
た
梶
原

一
族
が
、
長
崎
遺
跡
周
辺
の

御
家
人
、
吉
川

・
渋
川

一
族
の
追
撃
を
受
け
て
自
刃
し
た
梶
原
景
時
を
供
養
し

た
も
の
で
あ
る
。
全
国
的
に
み
て
も
、
長
崎
遺
跡
の
馬
の
供
養
は
特
異
な
例
と

い
え
る
。
ま
た
、
馬
埋
葬
四
と
呼
称
し
た
遺
構
で
は
刀
の
鍔
片
が
出
上
し
て
お

り
、
梶
原
堂
の
存
在
と
関
連
さ
せ
、
塔
婆
は
梶
原
合
戦
に
伴
う
人
物
に
対
す
る

供
養
と
す
れ
ば
、
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

働
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

『
長
崎
遺
跡
』
Ⅱ

（
一
九
九
二
年
）

（足
立
順
司
）

俗
う
手
ｎ
ゴ
埒
ヽ
＼
―
―
≡
　
　
）
＞
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七 本 塔 婆

埼
玉
・
八
幡
前

。
若
宮
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
．

所
在
地
　
　
　
埼
玉
県
川
越
市
的
場

調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
一
〇
月
ｉ

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
川
越
市
遺
跡
調
査
会

調
査
担
当
者
　
田
中
　
信

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
駅
家
跡
か

遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
ｉ

一
〇
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

八
幡
前

。
若
宮
遺
跡
は
（
川
越
市
衝
地
か
ら
西
方
四
ｋｎ
、
入
間
川
左
岸
の
入

間
台
地
南
東
郷
面
に
所
在
す
る
。

今
回
の
調
査
は
共
同
住
宅
建

設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
、
調
査

面
積
は
九
五

一
∬
と
限
ら
れ
た

範
囲
で
あ

っ
た
が
、
遺
跡
の
性

格
を
よ
く
示
す
遺
構
や
遺
物
の

発
見
に
よ
り
、
貴
重
な
資
料
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
八
世

紀
か
ら
九
世
紀
の
上
坑
群
が
主
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